
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

第２学年

第３学年

【現状】
〇自然現象に対しての興味・関心があり、
進んで学習活動に取り組む児童が多い。グ
ループで話し合ったり、協力して実験した
りすることができた。

【課題】
〇理科の知識はあっても、考えや結果を自
分の言葉でまとめ、他者にうまく説明する
ことができない。

◎ICTを活用し、情報を視覚的に示すとともに、グルー
プワークを多く取り入れ、自身の考えを表現し共有す
る機会を増やす。

○理科の学習で使われる用語を正しく習得させるよう
にする。また、自分の考えを自分の言葉で表現する経
験を積ませるとともに、机間指導で個に応じた支援を
行う。

第4学年

【成果】
○学習用タブレットを活用
し、観察し詳細なところま
で観察することができ、自
分なりの考えをもつことは
できた。

【課題】
○日常生活と関連させて、
考察や予想などをまとめる
力が必要である。

【現状】
○観察や実験に意欲的に取り組む。友達と
協力しながら、安全に楽しく実験を行う。

【課題】
○理科の学習と日常生活とを結びつけて考
えることが難しい。また、実験結果を自分
の言葉でまとめる力が不十分である。

◎ICTや教具を活用し、学習に関連する資料や動画を見
せ、気付きや考えを持ちやすいように授業を工夫す
る。グループ活動を通して気づきや考えを共有し合
う。

○予想や考察、ふり返りなど書く活動の経験をつませ
る。友達の書き方を紹介したり、自由に友達と共有す
る時間を授業内に設ける。机間指導で個に応じた支援
を行う。

第5学年

【成果】
○観察や実験に対して高い意
欲で取り組む児童が多い。

○予想や考察、振り返りを書
く経験を積ませたことで考え
を自分の言葉でまとめたり、
考察につなげたりすることが
できる児童もいる。

【課題】
○考えはもっているものの、
発言することに抵抗感をもっ
ている児童がいる。

【現状】
○実験や観察など、目の前で起こる事象に
高い興味をもって学習に向き合うことがで
きている。

【課題】
○自分の考えを言語化して表現する力を高
める必要がある。

○実験を行う際、条件や仮定など科学的な
視点をもつことの必要性を高める必要があ
る。

◎学習用タブレット端末を効果的に活用し、参考動画
や調べ学習の材料となる情報を通して、課題に向き合
う促しを意図的に行うようにする。

○理科の学習で使われる用語を正しく習得できるよう
にし、自分の考えを抵抗なく言語化できるようにして
いく。

第6学年

【成果】
○実験したことや観察した
ことについて、意見交流を
通して気付きを伝え合うこ
とが確かな理解につながっ
ている。

【課題】
○目の前の事象について、
既習事項をもとに言語化し
た予想を立てることが難し
い児童がいる。

【現状】
○毎時間の授業を楽しみにしている児童が
多い。特に、実験には高い意欲で取り組ん
でいる。

【課題】
○考えたことを言語化して書いたり話した
りする力を高める必要がある。

○実験結果を、実生活の事象と結び付けて
考える力を高める必要がある。

◎分からないことや難しいことを既習事項と関連付け
て考えるために、グループで意見を伝え合う活動を意
図的に設定する。

○参考動画や調べ学習の材料となる情報を主体的に選
択し、学びにつなげていくために学習用タブレット端
末を効果的に活用していく。

○日常生活とのつながりを意識させる発問や言葉掛け
を特に意識して指導を行う。
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